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 論文審査の結果の要旨 
 
陳康明君は母国で 2010 年 3 月に福州大学土木工程学院の修士課程を修了後，2010 年 4 月に私費




for Improving Structural Planning, Design And Maintenance of Steel Arch Bridges（鋼アーチ橋の構造計
画，設計および維持管理の改善に向けた基礎的研究）」と題する主論文に取りまとめ，2013 年 7 月
に，参考論文として，学位論文の印刷公表論文 6 編（うち審査付き論文 3 編），印刷公表予定論文
3 編（うち審査付き論文 3 編），学位論文の基礎となる論文 1 編（うち審査付き論文 0 編）を付し
て，博士（学術）の学位の申請をした．長崎大学大学院生産科学研究科教授会は，2013 年 7 月 17
日の定例教授会において論文内容等を検討し，本論文を受理して差し支えないものと認め，上記の
審査委員を選定した．委員は主査を中心に論文内容について慎重に審議し，公開論文発表会を実施








まず構造計画に関しては，これまでに建設された日中の鋼アーチ橋の情報（中国 82 橋，日本 1509
橋）を収集・整理し，発展の歴史，主径間長，構造形式（代表的な構造パラメータを含む），架設法，
設計荷重，美観の観点から統計的に分析している．提示されたデータは，今後鋼アーチ橋の構造計
画を実施する際に極めて有用なものであると判断される． 
設計に関しては，代表的な設計基準として中国，ヨーロッパおよび日本の基準を取り上げ，各基
準における鋼アーチの面外座屈に関する規定を比較し，数値解析によりその精度を検証するととも
に，精度向上のための手法を提案している．提案された手法は，代表的な構造パラメータの関数と
して定式化した係数を用いて各基準で得られる耐荷力を補正するものであり，より精度の高い耐荷
力を簡易に算定することを可能にしている．さらに，構造的な多様性に対応するため，凸型断面ア
ーチリブを対象に，弾塑性有限変位解析をパラメトリックに実施した結果に基づき，支配的なパラ
メータの関数として定式化した局部座屈を考慮した応力－ひずみ関係式を構築している．この成果
を用いることにより，骨組要素を用いて局部座屈を考慮した Pushover 解析を実施することが可能
となる． 
維持管理に関しては，実在するコンクリート充填鋼管アーチ橋の中国の基準に基づく信頼性評価
事例を紹介するとともに，実橋試験に基づく既設橋梁の信頼性評価方法について新たな提案をして
いる．また，実在する下路式鋼アーチ橋を対象に，固有振動数が 0.1Hz 程度変動する損傷を与えた
常時微動シミュレーションを実施し，得られた応答に高精度構造同定手法である ERA 法を適用す
ることで，微細な振動数変化の検出に成功している．これは，常時微動を用いた損傷検出の実用化
に大きく貢献する成果であると考えられる． 
 以上のように本論文は，鋼アーチ橋の構造計画，設計，維持管理の改善に多大の寄与をするもの
と評価できる． 
 学位審査委員会は，橋梁工学の分野において極めて有益な成果を得るとともに，学術の進歩発展
に貢献するところが大であり，博士（学術）の学位に値するものとして合格と判定した． 
 
